
～次回開催地～ 

北海道からのアピール 

 

～閉会集会～ 

～閉会集会録画配信について～ 

速報五号・ 六号で、６月４日(日)～になっておりま

したが、正しくは６月１９日(月)～となります。 

訂正してお詫び申し上げます。 

 

「来年は、ぜひ参集

開催を目指して！」 

北海道各地の保問研

の皆さんからの熱い

メッセージが届きま     

した。 

 

 

 

第６２回全国保育問題研究集会仙台集会、いかがでしたか？ 
ハイブリッド開催という初めての試み、悩みながら、迷いながら
も、実行委員全員熱い思いで準備を進めてきました。この集会で
の学びが、子どもたちの笑顔、そして皆さんの元気につながるこ
とを心から願っています。さあ、子どもたちが待っていますよ！ 

 

 

 
それでは 
みなさーん！ 

みんなの思いを

乗せ、未来へ 

向かって飛んで

いけ！ 

 

 

 

皆さんのご協力、

本当にありがとう 

ございました! 
 

 

 

なかまとの 

繋がりを感じな 

がら、力いっぱい 

踊る喜び。 

 

 

 

来年は、 

北の大地でお会い

しましょう!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集会宣言 

第 62 回  
全国保育問題研究集会 

       仙台集会 

「荒馬踊り」 

「空より高く」 

 

声を合わせて 

歌えば、離れて 

いても繋がり

合えるね！ 

みんなで飛ばした

「紙ひこうき」 

事務局長挨拶 

・ ・仙台集会 

・メインテーマ 

「命の守り手として・  

・ ・生きる」 

 

 

 

心から感謝の 

思いを込めて。 
 

 

 



 

３本の提案から新しい技法での制作や、色の興味関心を広げる

保育、対話の大切さなど学ぶことが多く刺激を受けました。日常

から描くこと表現することが楽しいと思える子に育つよう保育

でこだわることが何より大切だと感じました。交流の中で画材

や絵の具の伝え方など詳しく聞けて参考になりました。 

平和についての取り組みをしていくにあたって、何から始めて

いくべきか、何を子どもたちに伝えていけばいいのかよくわか

らない中参加させていただいて、たくさん学んでヒントを得るこ

とができました。保育者と子どもとの信頼関係、安心感、友だち

と喧嘩したりしながらも一緒に笑って過ごせること、それらの日

常が平和につながっていると言うことが分かり、そういったこと

から平和教育へ繋がっていくということを学ぶことができまし

た。 

初めて保育計画の分科会に参加しました。豊かな実践をもと

に、保育の根本的なところのお話しもたくさん聞くことが出

来、おもしろかったです。子どもの声を聞き、保護者や保育者

の願いも 大切にしながら、保育の合意をつくり、自分たちの

園では、どうしていくかと考え合っていくことが、難しいけれ

ど、大切で皆さんが目指し、努力されていると感じました。そ

こに近道はなくて、小さな一歩から、私も語り合いながら見つ

けていきたいと思います。分科会の皆さんに勇気とパワーと

知恵をたくさん頂いて有意義な分科会でした。ありがとうご

ざいました！       

初めて、全国集会に参加させて頂き、右も左も分からないままでしたが、4 歳児の事例

で学び合う事ができてとても貴重な経験になりました。ありがとうございます！また、

同じように悩んでいる事例もあったり共通点から悩みを話す環境を頂き、そこから他の

先生方の意見も教えて頂いたりすることで、見方が変わってきて、明日からの保育に繋

がるヒントを沢山いただけた事ありがとうございます。2 つとも素敵な提案を出してい

ただいたことでまた保育士っていいなぁ楽しいなぁ、子どもたちって面白いなぁと感じ

ました！全国集会勇気出して参加して良かったですしとっても楽しい 2 日間でした！ 


